
「＆green」で

まちへの愛着を高める

北本市市長公室シティプロモーション・広報担当

北本市
シティプロモーション
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JR湘南新宿ラインで新宿駅まで 分

JR上野東京ラインで東京駅まで 分

45
50

首都圏中央連絡自動車道
（圏央道）の桶川北本IC

北本市ってどこ
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シティプロモーション必要性の背景
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シティプロモーション必要性の背景

20代～40代前半

転入 転出

70％ 75％
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状態

基本
目標

取組の
方向性

強弱

まちの良さを
知ってもらう

まちに愛着と誇り
を持ってもらう

まちを
売り込んでもらう

基本目標Ⅰ
まちの知識の向上

基本目標Ⅲ
市民が自ら進める
シティプロモーション

基本目標Ⅱ
愛着と誇りの醸成

本市に対する愛着・思い

本市に興味がない 本市に愛着がある
本市の良さを
知っている

プロモーションの主な対象は市民
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【課題】
○移住・定住者の増減は、宅地の開発余地等、まちの様々な要素が絡み合い、自治体の行う各
個別事業だけで変動を測ることが難しい

○単純な人口の増加を目指すことが、まちの活力に本当につながっているのか

【成果指標の導入】
○まちへの推奨・参加・感謝意欲を成果指標とするｍＧＡＰ（エムギャップ・修正地域参画総
量指標)を正式な成果指標とし、東海大学河井教授からのアドバイスを受けながら、シティ
プロモーション事業の的確な推進のためのＰＤＣＡを回していく。

シティプロモーションにおける成果指標

転入者への補助金 子育て世帯向け施策

移住・定住者の増加
【現状】

広告代理店
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定住・愛着
意欲向上

mGAP
感謝意欲

mGAP
参加意欲

mGAP
推奨意欲

転出減

きたもと
暮らし研究会

各課事業

マーケットの
学校

&green
各種プロジェクト

社会増

関
与
の
窓

意欲向上→
←状況化

転入増

転出の７５％を占め
る２０才から４４才
の転出を減少させる
ことが最も費用対効
果が高い。ターゲッ
ト世代とし、全世代
と合わせ社会増減数
を把握。

市外住民に関してはター
ゲットを絞る必要がある。
ターゲット世代で高崎線沿
線に住み、北本の住環境を
好む層を把握し、的確にプ
ロモーションを行う。

シティプロモーショ
ンの目的は、まちの
活力維持のため、人
口減少（主に社会
減）を抑制するこ
と。

転出を減少させるた
めに市民の定住・愛
着意欲の向上が必
要。測定の為に
mGAP採用。mGAPの
向上は定住だけでな
く、まちの活性化に
つながる。

意欲の高まりを発露させる場
や機会を提供。そのことで更
なる意欲の高まりを生み好循
環させる。

まちづくり市民アン
ケートで最も数値の
低い推奨意欲を最需
要意欲とする。
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mGAP
感謝意欲

mGAP
参加意欲

mGAP
推奨意欲

転出減

きたもと
暮らし研究会

各課事業

マーケットの
学校

&green
各種プロジェクト

社会増

関
与
の
窓

意欲向上→
←状況化

転出を減少させるために
市民の定住・愛着意欲の
向上が必要。

転出の７５％を占める
２０才から４４才をメイ
ンターゲットとする。

まちの活力維持のため、
人口減少（主に社会減）
を抑制
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暮らしの魅力を見直し、高める研究会

「きたもと暮らし研究会」

「庁内プロジェクトチーム」
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今までのプロモーション

10



緑被率

50％

東西約６キロ

東京23区平均
１９％程度

都心から一番近い
「森林セラピー基地」

認定
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「住みたい、住み続けたい」と思われる魅力は
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トンボの確認数

55種
(北本自然観察公園調査)

鳴く虫の確認数

38種
(北本自然観察公園調査)

両確認数、日本最多か

カワセミ

ミドリシジミ

トラフトンボ

［これまでに北本自然観察公園内で見つかった生きものの数］
昆虫 2000種以上、植物 800種以上、野鳥 約170種

多様な動植物
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大宮台地の最高点に位置する
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洪水リスク少ない

荒川水系荒川洪水浸
水想定区域図
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関東最大級の環状集落
北本のデーノタメ遺跡

縄文後期の関東における環状集落分布

縄文時代の人口密度

縄文
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荒川水系の
遺跡

元荒川水系
の遺跡

江川水系の
遺跡

遺跡分布 縄文

全国平均の3倍の
遺跡密度
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豊かな緑に囲まれた、
ゆったりとした街の中で、

あなたらしい暮らしを。

シティプロモーションコンセプト
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マルシェ みどりといち
～みどりと暮らす北本の 月に一度のお楽しみ～

20



& green CAFE 北本の旬を美味しく食べる
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シティプロモーション冊子 & green

[意欲指標（10段階）]

北本市を推奨する意欲
読む前 5.4→ 読んだ後 7.2

北本市での参加・行動意欲
読む前 5.0 → 読んだ後 6.6

北本市で活動する人に対する感謝意欲
読む前 5.8 → 読んだ後 7.9

令和２年３月、市内ターゲット世代
５０００人に郵送アンケート

６０２名から回答
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Ｒ２実施・予定事業

・プロモーションＷＥＢ・ＥＣサイト構築

・プロモーション動画作成

・&greenプロジェクト

・ファンクラブ創設

・暮らし体験ツアー

・マーケットの学校 etc
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北本市でつくる

&greenサイクル

NEXT商店街（暮らしの編集室）

シティプロモーション

北本市観光協会

ふるさと納税

環境省

市制50周年

北本団地

北本農産物ブランド

◇中心市街地活性化 ◇ 新しい商店街
◇ 小さな繋がり ◇ 物件の掘り起こし
◇ 店舗付き住居、仕事と暮らしの関係
◇買い支え、地域との関わり
◇中間的な領域の価値創造
◇公共空間利活用 ◇エリアブランディング

・市役所マーケットイベント「みどりといち」
・きたもと未来会議
・物件、移住ツアー
・ケルンの運営
・空き家、空き店舗リサーチ

◇市民の地域推奨・参加・感謝意欲向上
◇ 緑と余白の活用
◇ 緑と暮らす豊かさの提示
◇ やりたいことをやれるまち
◇考え続けるまち

・暮らしの研究会
・マーケットの学校、月いちマーケット開催
・プロモーション冊子、WEB、動画作成
・&greenファンクラブ
・あなたのやりたいことを応援 &greenプロジェクト
・暮らし体験ツアー
・モンベル包括協定
・地域商社設立検討
・地場産ECサイト及び域内配送システム構築

◇暮らしと場の習慣を観光に
◇ 雑木林、荒川自然フィールドの活用
◇ 体験の提供 ◇市民参加
◇ 地域情報の発掘・可視化

・森めぐり、収穫祭 ・かんちゃわナイト
・&greenCAFE運営 ・北本トマトカレー
・森林セラピー
・地域資源活用イベント
（古来種野菜をさがすWS等）

◇脱炭素社会 ◇ SDGｓ
◇縄文文化の見直し
◇ 互恵・シェアの概念
◇ 所有・消費の概念変化

・Eサイクル
（太陽光発電モビリティ）
・シェアサイクル
・地域循環共生圏推進会合
・平地林、地域林の価値化
・緑に関する基金創設
・縄文マーケット、シンポジウム

◇地産地消
◇ 市内農産物の価値向上
◇ 販路拡大 ◇ イメージ向上
◇商品開発
◇生産者の顔が見えるように

・農産物ブランド認定（&green food）
・ブランド会議

◇市財政健全化 ◇ 市内産品の価値向上
◇ 市内事業者応援 ◇まちの イメージ向上

・ふるさと納税コンサルティング
・楽器寄附ふるさと納税
・GCF
（ふるさと納税型クラウドファンディング）
・寄附の使い道検討（&greenに資する事業）
・特設サイト構築

◇公団地域コミュニティの活性化
◇ 商店街活性化 ◇福祉機能向上
◇ 栄小利活用との連携
◇ 生活モデルの構築

・URと連携で福祉事業
・無印×UR
（商店街住居付き店舗、一般住戸）

・暮らしの編集室拠点施設
・商店街でのマーケット

◇北本の未来を考える
◇ &greenプロモーション

◇ 過去－現在－未来を繋ぐ

・&greenフェスティバル
・駅&greenジャック
・ &greenウィーク
・トマトカレー10周年記念イベント

作成：北本市市長公室

実施全体イメージ

25



シティプロモーションにおける成果指標

H29 H30 R1 R2

全世代 -242 -102 -136 209

20代から40代前半

（ターゲット世代）
-133 -368 -259 -4
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人口社会増減
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ふるさと納税を通して
⇩

市外の方に、
北本の暮らしの魅力を

感じてもらい、高めたい。
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R1 2億4千万→

R2 5億5千万（R3.1月25日時点）

ふるさと納税寄附額
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